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米 原 警 察 署 協 議 会 議 事 録 

 

開 催 日 時 令和７年12月３日（水）午後３時30分～午後５時 

開 催 場 所 米原警察署会議室 

 
委 員 馬渕英樹委員、冨田正子委員、粕渕かよ委員 

警 察 渡口署長、林次長（兼警務課長、警備課長）、濱交通課長 

議 事 概 要  

１ 委員挨拶 

  委員から「多発する熊被害については滋賀県も例外ではない。犯罪・交通事

故に加え、熊出没へも対応を要し、市民の安全・安心のため日夜警戒活動に取

り組まれている警察へ敬意を表する。」旨の挨拶がなされた。 

２ 署長挨拶 

署長から「交通死亡事故多発警報が発令され、また、歳末特別警戒期間中で

あることから、交通事故・犯罪抑止活動を強化している。委員にも各種活動へ

の御理解と御協力をお願いする。」旨の挨拶がなされた。 

３ 議事 

(1) 警察署協議会代表者会議の結果報告 

警察から、11 月６日に警察本部において開催された警察署協議会代表者 

会議の結果報告があった。 

(2) 交通事故状況及び抑止活動について 

   警察から、交通事故発生状況、交通事故抑止に向けた取組等について説明

がなされた。その際、委員から「自転車利用やスタントマン起用の交通安全

教室では、保護者も自転車の交通ルールを再認識でき、交通事故の怖さを体

感する機会となった。また、冬季における道路の除雪について、通学路の安

全確保等のためにも、歩道も車道と同様に早急な除雪を要する。」旨の発言

がなされ、警察から「先般開催された雪寒対策会議において、関係機関から

歩道の除雪も早急に対処することが示された。」旨の説明がなされた。 

 委員から「冬季は、カーブミラーの曇りから視認性が低下し、交通事故の

危険性が増す。また、エンジン音が静かなＥＶ車などは、歩行者や自転車利

用者に接近した際、感知されにくい。」旨の発言がなされ、警察から「車の

性能に合わせ、様々な立場において交通安全意識の向上が求められ、細心の



注意を要する。」旨の説明がなされた。 

 委員から「交通事故の発生地点を記した地図に基づき、発生状況の説明を

受けることで注意力が向上する。今後同様の地図を用いて交通事故抑止活動

に取組むことで、交通安全意識の向上につながる。」旨の発言がなされた。 

(3) 特定小型原動機付自転車について 

  警察から、特定小型原動機付自転車の運転操作要領及び交通法規について

説明がなされた。 

 (4) その他 

   委員から「次回の警察署協議会の議題として、悪質な手口について報道さ

れている特殊詐欺に関する説明をお願いしたい。」旨の提言がなされ、警察

から「全国で企業対象のボイスフィッシング詐欺が横行し、県下でも十数件

の被害を認知し、被害総額は３億円を超えている。次回の警察署協議会で

は、先程の提案に基づき、特殊詐欺を議題とする。」旨の説明がなされた。 

 

 


